
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

令和６年１０月３０日(水)・３校時 

【授業者】松見 奈々子 

【単元】『枕草子』(三省堂 現代の国語２) 

【学年・組】２年２組 

【場所】２年２組教室 

三原市立第五中学校 
 

 

令和６年度 研究授業 

国 語 科 学 習 指 導 案 



 

 

 

 

 

 

本単元は、中学校学習指導要領国語（平成２９年）の第２学年「Ｂ 書くこと」の指導事項「ア 目的や

意図に応じて、社会生活の中から題材を決めることができる。」「ウ 根拠の適切さを考えて説明や具体例を

加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の考えが伝わる文章になるように工夫すること。」

や、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」の「ア 作品の特徴を生かして朗読するなどして、古典

の世界に親しむこと」を受けて設定したものである。 

本教材 「枕草子」は、古典の三大随筆の中の一つに挙げられ、筆者独自の視点で見聞きしたことや経験

したこと、感じたことや考えたことなどを書き記している。人が気にとめないような素材に目を向けて、筆

者独自の「をかし」を発見している点や、対比を用いて鮮やかに表現することで読者に共感を持たせる書き

方をしている点は、現代を生きる私達にとっても、表現の参考となる。 

以上のことから、古典の文章に親しみながら文章の構成や展開、表現の仕方、表現の特色について理解し、

活用する力を育成するのにふさわしい単元であると考える。 

 

 

生徒は１年次に「竹取物語」を学習し、歴史的仮名遣いに注意した音読や、現代語訳を参考にしながら内

容を理解することができている。また、小学校で「枕草子」序段の暗唱に取り組んでおり、現在も語句を覚

えている生徒が多い。しかし、古典作品の学習に苦手意識を持っている生徒も少なくない。 

 本単元について事前に実施したアンケートでは、「古典の学習が好きですか」の問いに対して肯定的な回答

をした生徒は 63％となった。一方で、「古典に表れたものの見方や考え方について、これまでに身につけて

きた知識や様々な体験と関連付けて、自分の考えを持つことができましたか」という問いに対して肯定的な

回答をした生徒が、28％となった。主な理由としては「昔のことだから」「内容が難しいから」といったも

のが挙がった。 

この結果から、古典作品は「昔のこと」としての知識に留まっており、古典の内容(登場人物の心情、もの

の見方や考え方)と現代に生きる自分の経験や考えとの結び付け、そこから自分の考えを持つことについては

十分ではないと考えられる。 

 

  

 本単元では、古典作品を昔のものという認識で終わらせないために、生徒自身の体験と照らし合わせて考

えたり、現代に通じたりするような活動を行う。そして、自分の考えを効果的に伝える力を育てるために、

古典作品に表れた筆者の独自の視点や表現の工夫に興味をもたせる指導を行う。「「私の枕草子」を書こう」

を単元を貫く言語活動として設定した。 

指導にあたっては、以下のことに留意する。 

まず第１次で単元の見通しをもち、生徒が得意分野とする音読を通して、古典の世界に親しみをもたせる。

そこで、授業で毎回音読練習を行い、古文の響きやリズムを味わう活動を行う。そのうえで、筆者の物事の

捉え方を読み取り、現代の自分たちと同じ点や異なる点を考えることで、古典に対する興味・関心を高めて

いきたい。口語訳を行う際、古語や文法事項は読み取りに関わる重要部分に絞って確認することで、「難し

い」という印象を過度に与えないように留意する。 

「私の枕草子」を書く活動においては、清少納言の文章構成の特徴を基に作成した評価の観点を、生徒に

提示する。また、生徒に評価の観点を意識させるために、自分が作った文章の中で、評価の観点にあたる部

分に線を引かせる。 

単元観について 

生徒観について 

指導観について 

２年２組 国語科学習指導案 

【指導者】 松見 奈々子  【単元名】 「私の枕草子」を書こう 

 

 



 

 

（１）「枕草子」の特徴を生かして音読や暗唱をするなどして、古典の世界に親しむことができる。〔知識及

び技能〕（３）ア 

（２）根拠の適切さを考えて説明や具体例を加えたり、表現の効果を考えて描写したりするなど、自分の考

えが伝わる文章になるように工夫することができる。〔思考力、判断力、表現力等〕B（１）ウ 

（３）文章を読んで理解したことや考えたことを知識や経験と結びつけ、自分の考えを広げたり深めたりし

ている。〔思考力、判断力、表現力等〕C（１）オ 

（４）古典を身近なものとして捉え、作品に表れたものの見方や考え方に関心をもち、読み手にわかりやす

い文章を書こうと工夫することができる。〔学びに向かう力、人間性等〕 

 

 

 

（１）単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①歴史的仮名遣いを正しく理解

している。 

②「枕草子」の特徴を生かして音

読するなどして、古典の世界に親

しむことができている。 

③現代語訳や語注などを手がか

りに作品を読むことをとおして、

古典に表れたものの見方・考え方

を理解している。 

①「読むこと」において、文章を

読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結びつけ、自分の

考えを広げたり深めたりしてい

る。 

②四季の魅力が伝わる文章にする

ために、具体例を入れるなどの工

夫をすることができている。 

①古典に表れているものの見方

や考え方に触れ、人生のよりよい

生き方や考え方について、自分の

知識や体験と関連づけて書こう

としている。 

 

 

（２）単元指導計画（全５時間） 

 

次 

 

 

学習内容 
時

間 
評価規準 

評価の観点 評価の方法 

知 

技 

思

判 

表 

主 

学 

態 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

〇「枕草子」成立年代や背

景を確認する。 

 

〇作品を様々な方法で音読

する。 

１.教師の序段部分の範読を

聞き、歴史的仮名遣いに印

をつける。 

２.教師の後について一斉に

音読をする。 

３.原文を区切って、ペア読

みをする。 

４.暗唱練習シートを使い、

１ 

 

 

 

①歴史的仮名遣いを正しく捉

えることができ、古文のリズム

を感じることができる。 

（（３）ア） 

 

 

 

 

 

◎ 

  

 

 

・ワークシート 

・振り返り 

・期末試験 

・暗唱テスト 

指導と評価の計画 

単元の目標 



個人で練習をする。 

 

 

２ 

 

 

〇「枕草子」序段の大まか

な内容を理解し、四季にお

ける筆者の視点や表現の工

夫をつかむ。 

 

 

１ 

 

 

②四季において、何に注目し、

「をかし」と感じているのかを

読み取っている。（（３）イ） 

 

◎   ・ワークシート 

・振り返り 

・期末試験 

 

 

３ 

 

〇「枕草子」（第１４５段）

を読んで、筆者が「うつく

し」と指摘するものを理解

し、自分の感じ方と比べる。 

 

１ 

 

②清少納言のものの見方や考

え方に触れ表現の特徴や工夫

点についてまとめている。

（（３）イ） 

 

◎   ・ワークシート 

・期末試験 

・振り返り 

 

４ 

)

本

時 

(  

 

 

 

〇清少納言になったつもり

で四季の魅力を綴った文章

を書く。【ICT】 

 

 

 

１ 

①経験を振り返り、季節を表す

語彙・語句を想起することがで

きる。（C（１）オ） 

①「をかし」「あはれなり」「わ

ろし」等の古語の意味の違い 

を理解し、表現に用いている。

（（３）ア） 

○ ◎  ・ワークシート 

・振り返り 

 

 

５ 

 

〇イメージ写真と組み合わ

せた作品に仕上げ、発表す

る。【ICT】 

 

 

１ 

②自分の考えを、相手に効果的

に伝わるように、説明や具体例

を加えたり，描写を工夫した

り、写真と組み合わせたりして

書いている。（B（１）ウ） 

 ◎  ・ワークシート 

・Google スライド 

・振り返り 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【単元を貫く問い】 

私たちの身近にある「をかし」には何があるだろうか。 



 

 

（１）本時の目標 

「枕草子」を参考にして、四季の魅力を読み手に効果的に伝える文章を書くことができる。 

 

（２）本時の学習展開 
学習活動 指導上の留意事項 評価規準（評価方法） 

１ 既習事項の確認をする。（前時の振り返りをする。）【８分】 

○古典文学年表クイズを

する。 

 

〇暗唱練習をする。 

○既習している古典作品を中心に、書かれた時

代を視覚的に理解させる。 

 

〇４つの難易度を生徒に選ばせて、個人練習と

ペア練習をさせる。【４分】 

 ①歴史的仮名遣い・ルビ付き、全文あり 

 ②ルビなし、全文あり 

 ③ルビなし、空欄あり(少なめ） 

 ④ルビなし、空欄あり(多め） 

 

 

 

○歴史的仮名遣いに注意し

ながら、音読・暗唱練習を

している。(行動観察) 

２ 本時のめあてを確認し、課題を発見・共有する。【２分】 

課題の設定 

○めあて・課題を書く。 

 

○本時に使用するプリントを配布し、めあてを

記入させる。 

 

 

 

 

 

３ 本時の課題解決向けて考える。【３７分】 

整理・分析 

○前時までの学習を振り

返り、「枕草子」の序段の

特徴や工夫点を確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

創造・表現 

○「私の枕草子」を書く。 

【ICT】 

 

 

 

 

 

○独自の視点を読み手に納得させるために、清

少納言の文章の工夫点を参考にさせ、意識をも

たせる。 

○評価の観点を提示する。【ICT】 

【評価の観点】 

①言い切りの文末 

②説得力を持たせる表現 

  ・「言うまでもない」 

  ・「〇〇さえ」「ましてや□□」 

③具体的な描写 

  ・五感（視覚・聴覚・触覚・味覚・嗅覚） 

  ・色彩表現 

 

○現代の季節感を考えた「私の枕草子」を創作さ

せる。 

・「枕草子」序段の特徴を意識しながら、創作

させる。 

・評価の観点①～③について書けているか、線

を引かせる。 

・季節感を表す言葉を考える際に、自分の体験

○清少納言のものの見方や

考え方に触れ表現の特徴や

工夫点についてまとめてい

る。（（３）イ） 

(ワークシート、発言) 

 

 

 

 

 

 

 

 

○「をかし」「あはれなり」

「わろし」等の古語の意味

の違いを理解し、表現に用

いている。（（３）ア） 

(ワークシート、発言) 

○経験を振り返り、季節を

表す語彙・語句を想起する

【めあて】   「私の枕草子」を書くことができる。 

本時の学習 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○清少納言になりきって

書けているか、班でアド

バイスをし合う。 

 

 

 

 

や知識と絡めて書くことを確認させる。 

【支援を要する生徒への手立て】 

・一つの季節やテーマに絞って書かせる。 

・前時のワークシートを確認させる。 

・「をかし」「あはれなり」などを使って書かせ

る。 

・「きごさい歳時記」で、四季に関連するキー

ワードを検索させる。【ICT】 

 

 

 

○評価の観点を意識させながら交流させる。 

ことができる。（C（１）オ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○創作した文章を互いに読

み合い、文章の構成や表現

の仕方などについて意見を

述べたり助言をしたりし

て、自分の考えを広げてい

る。(Googleスライド、行動観察) 

４ 本時の学習を振り返る。【３分】 

振り返り 

○振り返りを書く。 

 

 

○Ｒ８０を活用して、振り返りを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○次時の確認をする。 

 ・次時は「私の枕草子」を完成させ、イメー

ジ画像を添えて発表することを伝える。 

 

 

（３）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

枕
草
子 

め
あ
て 

「
私
の
枕
草
子
」
を
を
書
く
こ
と
が
で

き
る
。 

 

「
枕
草
子
」
の
特
徴 

①
言
い
切
り
の
文
末 

②
説
得
力
を
持
た
せ
る
表
現 

 

・
「
言
う
ま
で
も
な
い
」 

 

・
「
ま
し
て
や
□
□
」 

③
具
体
的
な
描
写 

 

・
五
感 

 

・
色
彩
表
現 

  

A基準：B基準に加えて、

五感や色彩を意識し

た表現ができている。 

 

B基準： 言い切りの文末

になって、説得力を持

たせる表現ができて

いる。 

 

C基準： B基準が不十分 

 

P106 

【振り返り】 

・清少納言になりきるために、五感を活かした文章になるように意識を

した。また、○○さんのように「○○○」という文末にすると説得力が

増すことが分かった。 

・創作した文章を班で交流することで、様々な四季の魅力を知ることが

できた。そして、今も昔も四季の移り変わりを楽しむ心は変わらないの

だなと感じた。 

ＩＣＴの活用① 

 Googleスライドに創作した文章を入力する。 

ＩＣＴの活用② 

 Googleスライドのコメント機能を活用する。 


